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このドキュメントの対象ユーザーは、Oracle VM Manager のユーザーおよび管理者です。

このドキュメントは、製品の概要と、Oracle VM Manager の使用中に発生する可能性のあ

る問題およびその回避策について説明します。 

オラクルでは、Oracle VM Manager のインストールと使用を開始する前に、このドキュメ

ントを参照することを推奨しています。 

このドキュメントはリリース後に更新される場合があります。このドキュメントの更新版

をチェックしたり、その他の Oracle ドキュメントを参照したりするには、Oracle Technology 
Network（OTN）の Web サイトのドキュメント・セクションを参照してください。 

http://www.oracle.com/technology/documentation/

このドキュメントに含まれるトピックは、以下のとおりです。 

� Oracle VM Managerの概要 

� 既知の制限とその回避策 

� ドキュメント・アクセシビリティ 

1 Oracle VM Manager の概要 
Oracle VM Manager は、Oracle VM Server を管理するためのサーバー・ベースのユーザー・

インタフェースであり、標準 Application Development Framework（ADF）Web アプリケー

ションです。Oracle VM Manager は、インストール・メディアやテンプレートを使用した

仮想マシンの作成など、仮想マシンのライフ・サイクル管理を行います。仮想マシンの電

源オン、電源オフ、削除、アップロード、配置、ライブ移行などの機能を提供します。ま

た、ISO ファイル、仮想マシン・テンプレート、および共有ハード・ディスクのリソース

を効率的に管理します。 

2 既知の制限とその回避策 
ここでは、このバージョンの Oracle VM Manager における制限事項と、この問題を解決し

うる推奨回避策について説明します。この項に含まれるトピックは、以下のとおりです。 

� インストール済みのOracle Database 10g Express Edition 

� Oracle VM Managerの再インストール後にログインに失敗する 

� ユーザー・インタフェース言語 

� Oracle VM Serverイメージから仮想マシンを作成できない 
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� 仮想マシンにおけるネットワーク・カードの制限 

http://www.oracle.com/technology/documentation/


� 仮想マシン・イメージをアップロードできない 

� サーバー登録の重複エラー 

� サーバー・プール間でのライブ移行はサポートされない 

� 新規サーバー・プールが表示されない 

� ハードウェア仮想化ゲストのハードウェア要件 

� 仮想マシンにおけるネットワーク・インタフェースの名前付け 

� 仮想マシン・コンソールへのアクセス 

� サーバー・プール間でのロード・バランシングはサポートされない 

2.1 インストール済みの Oracle Database 10g Express Edition 
Oracle VM Manager インストーラは、Oracle Database 10g Express Edition の既存インスタン

スを検出すると、処理を終了します。 

回避策：Oracle Database 10g Express Editionをアンインストールしてから、Oracle VM 
Managerのインストールを再開します。 

Oracle VM Manager インストーラは、インストール中に Oracle Database 10g Express Edition
の新規インスタンスをセットアップします。 

2.2 Oracle VM Manager の再インストール後にログインに失敗する 
既存の Oracle VM Manager パッケージをホスト・コンピュータから手動で削除し、再イン

ストールを行った後に、Oracle VM Manager にログインしようとするとログインに失敗し

ます。 

回避策：Oracle VM Managerパッケージを手動で削除しないでください。Oracle VM 
Managerをアンインストールするには、Oracle VM Managerのインストール・スクリプト

runInstaller.shを実行して、「Uninstall Oracle VM Manager」を選択します。再イン

ストールを実行するには、runInstaller.shスクリプトを再度実行して、「 Install 
Oracle VM Manager」オプションを選択します。 

2.3 ユーザー・インタフェース言語 
現在のリリースの Oracle VM Manager でサポートされる言語は、英語のみです。 

2.4 Oracle VM Server イメージから仮想マシンを作成できない 
Oracle VM Server イメージを使用した仮想マシンの作成はサポートされていません。Oracle 
VM Server イメージを使用して、仮想マシンを作成することはできません。 

2.5 仮想マシンにおけるネットワーク・カードの制限 
Oracle VM Manager では、それぞれの仮想マシンに対して 8 つのネットワーク・カードの

使用がサポートされています。ただし、仮想マシンをインストール・メディアから作成す

る場合、システム・ライブラリに 4 つ以上のネットワーク・カードを追加することはでき

ません。 

回避策：仮想マシンを作成してから、Oracle VM Managerで仮想マシンを編集し、最大 5
つの新規ネットワーク・カードを追加します。 

2.6 仮想マシン・イメージをアップロードできない 
既存の仮想マシン・イメージをアップロードする際、Oracle VM Manager が構成ファイル

を認識しません。仮想マシン・イメージはアップロードされません。 
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回避策：仮想マシンの構成ファイル名がvm.cfgであることを確認します。 

2.7 サーバー登録の重複エラー 
Oracle VM Manager 上で Oracle VM Server が複数回登録された場合、エラーが発生し、

Oracle VM Server の管理が不安定になります。 

回避策：Oracle VM Managerで、Oracle VM Serverを 2 回以上登録しないでください。 

2.8 サーバー・プール間でのライブ移行はサポートされない 
Oracle VM Manager では、サーバー・プール間の移行は実行できません。仮想マシンを移

行できるのは、同一のサーバー・プール内で、ある仮想マシン・サーバーから別の仮想マ

シン・サーバーへ移行する場合のみです。また、これら 2 つのサーバーは、同じ CPU アー

キテクチャを持つ必要があります。 

2.9 新規サーバー・プールが表示されない 
サーバー・プールを作成した後、このサーバー・プールがサーバー・プール・リストに表

示されません。 

回避策：Oracle VM Managerをログアウトしてから、再度ログインします。新規サー

バー・プールが表示されます。 

2.10 ハードウェア仮想化ゲストのハードウェア要件 
ハードウェア仮想化ゲストを作成するには、Intel-VT（コード名 Vanderpool）または AMD-
V（コード名 Pacifica）が必要になります。サポートされるハードウェア一覧については、

『Oracle VM Server インストール・ガイド』を参照してください。 

2.11 仮想マシンにおけるネットワーク・インタフェースの名前付け 
Oracle VM Manager では、仮想マシン（ゲスト）のネットワーク・カードは vif0（仮想イン

タフェース）という名前で登録されます。それぞれのネットワーク・インタフェースは

MAC アドレスで特定されるため、名前による影響はありません。ネットワーク・カード

名を変更するには、Oracle VM Manager で仮想マシンの構成を編集します。 

2.12 仮想マシン・コンソールへのアクセス 
Oracle VM Manager では、仮想マシン（ゲスト）コンソールへリモート・アクセスするた

めに、VNC ブラウザ・プラグインが必要になります。 

� Mozilla Firefox を使用して仮想マシンにアクセスする Linux ユーザーは、Oracle VM 
Manager を実行する前に、クライアント側に ovm-console パッケージをダウンロー

ドしてインストールする必要があります。クライアントの CPU アーキテクチャに

従って、適切な ovm-consoleパッケージ・タイプを選択してください。 

 
表 1 使用可能な ovm-console パッケージ・リスト 

CPU パッケージ ダウンロード URL 

i386 ovm-console-1.0.0-2.i386.rpm http://www.oracle.com/virtualization

x86_64 ovm-console-1.0.0-2.x86_64.rpm http://www.oracle.com/virtualization

 
� 非Linuxユーザーが仮想マシン・コンソールにアクセスできるようにするには、

http://www.oracle.com/virtualizationから tightvnc-java-1.3.9-1.noarch.rpmを

ダウンロードして、Oracle VM Managerのホスト・コンピュータにインストールします。 
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2.13 サーバー・プール間でのロード・バランシングはサポートされない 
サーバー・プール・マスターが提供するのは、同一のサーバー・プール内での Oracle VM 
Server 間におけるロード・バランシングのみです。Oracle VM Manager は、サーバー・プー

ル間における、仮想マシンの配置、クローン、テンプレートとしての保存などのロード・

バランシング操作をサポートしません。 

たとえば、仮想マシンを別のサーバー・プールへ配置する場合、Oracle VM Manager は、

ターゲットのサーバー・プールのデフォルト・パーティション上にこれを配置します。そ

のパーティションで使用可能なストレージが十分でない場合、操作は失敗し、Oracle VM 
Manager がサーバー・プール内の別のストレージ・パーティションに配置を試みることは

ありません。 

3 ドキュメント・アクセシビリティ 
オラクルは、製品、サービス、およびサポート・ドキュメントを障害のあるお客様にも簡

単に使用していただくことを目標にしています。当社のドキュメントには、ユーザーに支

援技術に関する情報を提供する機能が含まれています。このドキュメントは、HTML形式

で提供されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスするためのマークアップが含まれ

ています。アクセシビリティの標準は進化し続けており、オラクルは当社のドキュメント

をすべてのお客様が利用できるように、市場をリードする他のテクノロジ・ベンダーと積

極的に協力して技術的な問題に対処しています。詳しくは、Oracle Accessibility Programの

Webサイトhttp://www.oracle.com/accessibility/を参照してください。 

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティ 

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを常に正しく読み取るとは

限りません。コード表記規則では、右中括弧は別の空の行へ記す必要があります。ただし、

スクリーン・リーダーでは、括弧または中括弧のみを含むテキスト行を読み取らない場合

があります。 

ドキュメント内の外部Webサイトへのリンクのアクセシビリティ 

このドキュメントには、オラクルが所有あるいは管理しない他の企業または組織の Web サ

イトへのリンクが含まれる場合があります。オラクルは、それらの Web サイトのアクセシ

ビリティに関する評価や言及は行いません。 

Oracleサポート・サービスへのTTYアクセス 

オラクルは、アメリカ国内では年中無休で 24 時間、Oracle サポート・サービスへのテキ

スト電話（TTY)アクセスを提供しています。TTY サポートへは、800-446-2398 へお電話

ください。米国外からは、+1-407-458-2479 へお電話ください。 
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このプログラムは、核、航空産業、大量輸送、医療あるいはその他の危険が伴うアプリケーションへの用途を目的としておりません。
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利用は、お客様の責任になります。第三者の製品またはサービスを購入する場合は、第三者と直接の取引となります。オラクル社およ

びその関連会社は、（a）第三者の製品およびサービスの品質、（b）購入製品またはサービスに関連する第三者との契約のいかなる条

項の履行（製品またはサービスの提供、保証義務を含む）に関しても責任を負いかねます。また、第三者との取引により損失や損害が

発生いたしましても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。 
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